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寒
く
な
る
と
、
暖
房
器
具
な
ど
で
灯

油
を
取
り
扱
う
機
会
が
増
え
、
灯
油
の

流
出
事
故
が
毎
年
多
発
し
て
い
ま
す
。

そ
の
多
く
は
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の

給
油
中
に
そ
の
場
を
離
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
原
因
で
す
。
河
川
な
ど
に
流
出
し

た
油
の
回
収
・
処
理
費
用
は
原
因
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

流
出
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

・�

給
油
中
は
、
そ
の
場
か
ら
離
れ
な
い
。

目
を
離
さ
な
い
。

・�

給
油
後
は
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
バ
ル

ブ
を
確
実
に
閉
め
る
。

・�

配
管
に
破
損
や
腐
食
が
な
い
か
定
期

的
に
点
検
す
る
。

万
が
一
に
備
え
た
対
策

・�

防
油
堤
（
灯
油
が
あ
ふ
れ
出
た
と
き

の
受
け
皿
）
や
給
油
を
自
動
停
止
す

る
補
助
器
具
を
設
置
す
る
。

流
出
し
て
し
ま
っ
た
ら

・�

灯
油
が
水
路
に
流
れ
出
な
い
よ
う
に

布
き
れ
や
新
聞
紙
な
ど
で
吸
い
取
っ

て
く
だ
さ
い
。
河
川
な
ど
へ
の
流
出

を
防
ぐ
た
め
、
水
で
は
洗
い
流
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

・
速
や
か
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
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市
内
の
地
盤
沈
下
の
原
因
は
、
消
雪
パ

イ
プ
の
使
用
に
よ
る
地
下
水
位
の
低
下
で

す
。
地
盤
は
沈
下
す
る
と
、
完
全
に
は
元

に
戻
り
ま
せ
ん
。
井
戸
の
本
数
は
年
々
増

え
て
お
り
、
地
下
水
の
汲
み
上
げ
量
も
増

加
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
節
水
意

識
を
持
ち
、
散
水
を
必
要
最
小
限
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

使
用
前
に
機
器
を
点
検

　
降
雪
検
知
器
や
消
雪
パ
イ
プ
ノ
ズ
ル
の

点
検
・
調
整
を
行
い
、
無
駄
な
運
転
や
不

要
な
散
水
の
削
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

早
期
に
散
水
を
中
止

　
2
月
中
旬
以
降
の
温
暖
期
に
入
り
、
建

物
の
保
全
に
影
響
し
な
い
程
度
で
あ
れ
ば

散
水
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

地
下
水
だ
け
に
頼
ら
な
い

　
消
雪
パ
イ
プ
と
人
力
に
よ
る
除
雪
を
併

用
す
る
こ
と
で
、
融
雪
効
果
は
上
が
り
ま

す
。
こ
ま
め
に
雪
か
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

地
下
水
位
な
ど
の
情
報

　
基
準
地
下
水
位
（
11
月
30
日
の
午
前
9

時
の
地
下
水
位
）
と
比
べ
た
水
位
を
12
月

1
日
㈰
か
ら
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し

ま
す
。
1
時
間
ご
と
に
情
報
が
更
新
さ
れ
、

降
雪
量
に
応
じ
た
水
位
が
適
時
確
認
で
き

ま
す
。
現
在
の
地
下
水
位
を
確
認
し
て
、

節
水
の
大
切
さ
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
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冬
期
間
（
12
月
～
４
月
）
は
、
積
雪

の
た
め
検
針
を
行
い
ま
せ
ん
。
こ
の
期

間
は
、
概
算
で
毎
月
の
水
道
料
金
を
請

求
し
ま
す
。

冬
期
概
算
料
金

　
前
年
の
冬
期
間
の
使
用
水
量
（
前
年

使
用
し
て
い
な
い
場
合
は
、
直
近
の
使

用
水
量
）
か
ら
、
１
か
月
あ
た
り
の
水

量
を
認
定
し
、
そ
れ
を
も
と
に
計
算
し

た
料
金
で
す
。

冬
期
概
算
料
金
を
確
認
く
だ
さ
い

　
１
月
上
旬
に
郵
送
す
る
「
冬
期
認
定

通
知
書
」
で
確
認
く
だ
さ
い
。

冬
期
概
算
料
金
は
変
更
で
き
ま
す

　
認
定
水
量
と
実
際
の
使
用
水
量
に
大

き
な
差
が
あ
る
場
合
や
、
使
用
人
数
の

増
減
な
ど
で
使
用
水
量
の
変
動
が
予
想

さ
れ
る
場
合
は
、
自
分
で
認
定
水
量
を

設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す

る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

冬
期
概
算
料
金
の
精
算

　
５
月
に
検
針
を
再
開
し
、
６
月
に
精

算
し
ま
す
。
５
月
の
検
針
ま
で
に
転
居

な
ど
で
閉
栓
す
る
場
合
は
、
そ
の
と
き

に
精
算
し
ま
す
。
精
算
料
金
は
、
郵
送

さ
れ
る
「
冬
期
精
算
通
知
書
」
で
確
認

く
だ
さ
い
。

自
主
検
針

　
自
分
で
水
道
メ
ー
タ
ー
を
検
針
し
報

告
す
る
こ
と
で
、
実
際
の
使
用
量
で
料

金
を
支
払
う
方
法
で
す
。
希
望
す
る

人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

凍
結
に
よ
る
漏
水
に
ご
注
意
を

　
倉
庫
や
作
業
所
、
地
区
の
集
会
所

な
ど
、
水
道
の
利
用
が
少
な
い
施
設

な
ど
は
注
意
が
必
要
で
す
。
定
期
点

検
を
行
い
、
漏
水
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

漏
水
し
た
と
き
は

　
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と
き
は

休
止
手
続
き
を

　
休
止
期
間
中
は
水
道
料
金
が
発
生

し
ま
せ
ん
。
な
お
、
休
止
と
再
開
の

手
続
き
に
は
、
手
数
料
が
そ
れ
ぞ
れ

５
０
０
円
必
要
で
す
。

問
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市
上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー

（
か
け
間
違
い
に
注
意
）
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営
業
時
間

月
～
金
曜
日:

午
前
８
時
30
分
～
午
後

６
時

日
曜
日:

午
前
９
時
～
正
午

※�

土
曜･

祝
日･

年
末
年
始
は
休
業
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
水
道
の
休

止
、
再
開
の
手
続
き
は
24
時
間
受

付
で
き
ま
す

冬
期
間
の
水
道
利
用

地
下
水
の
節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

灯
油
の
流
出
に
ご
注
意
を

詳
し
く
は


